
大
阪
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校
の
卒
業

研
究
・
課
題
研
究
発
表
会

１
月

日

　
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
は
開
学
以
来
、
揺
る
ぎ
な
い
教
育
の
柱
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
職
業
人
教
育
を
通
じ

て
社
会
に
貢
献
す
る
」
こ
と
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
「
実
学
教
育
」
「
人
間
教
育
」
「
国
際
教

育
」
の
三
つ
を
建
学
の
理
念
に
据
え
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
の
中
核
で
あ
る
大
阪
滋
慶
学
園
は
医
療
・
福
祉
業
界
を

中
心
に
、
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
数
多
く
輩
出
し
て
お
り
、
存
在
感
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い

る
。
グ
ル
ー
プ
を
統
括
す
る
浮
舟
邦
彦
総
長
に
、
医
療
・
福
祉
の
現
場
で
即
戦
力
と
し
て
通
用
す
る
人
材
の
教
育

シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

聞
き
手
は
取
締
役
大
阪
支
社
長
・
曽
根
洋
一

浮
舟
邦
彦
氏
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
総
長

◆プロフィル◆
　
う
き
ふ
ね
・
く
に
ひ
こ
　

年

昭

関

西
学
院
大
法
卒
。

年
新
歯
会
常
務
理
事
、

年
滋
慶
学
園
理
事
長
、

年
大
阪
滋
慶
学
園
理

事
長
、

年
米
フ
ロ
リ
ダ
州
立
ウ
エ
ス
ト
フ
ロ

リ
ダ
大
、

年
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
カ
レ
ッ
ジ
シ
カ

ゴ
、

年
韓
国
啓
明
大
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
教
育
名

誉
博
士
号
授
与
。
日
本
医
療
秘
書
学
会
理
事

長
。
大
阪
府
出
身
、

歳
。

大阪医療福祉専門学校
作
業
療
法
学
生
と
看
護
学
生
の
危
険
予
知
に
お
け
る
視
点
の
違
い
―
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
シ
ー
ト
を
用
い
て
―

作業療法士学科岡本梓さん奥村未沙さん亀本美奈さん栗岡佳奈さん斉藤啓太さん谷口佳織さん堂裏眞子さん
高
齢
者
介
護
に
お
け
る
看
護
・
介
護
の
連
携
に
つ
い
て
～
本
校
両
学
科
学
生
の
意
識
調
査
か
ら
の
考
察
～

社会福祉科太田菜央さん森本和成さん山口有子さん吉田千尋さん
　
超
高
齢
化
社
会
に
入
り
、
高

齢
者
を
支
え
る
看
護
・
介
護
連

携
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

た
だ
、
高
齢
者
介
護
施
設
か
ら

は
連
携
強
化
の
取
り
組
み
は
、

な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
。
社

会
福
祉
科
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は

同
校
の
看
護
、
介
護
学
科
学
生

へ
の
調
査
を
通
じ
て
連
携
意
識

や
、
連
携
に
影
響
を
与
え
る
要

因
な
ど
を
探
っ
た
。

　
双
方
に
共
通
す
る
実
習
修
了

者
を
対
象
に
調
査
し
た
。
結

果
、
看
護
、
介
護
学
生
の
８
割

が
「
合
同
学
習
」
の
機
会
を
希

望
し
相
互
理
解
が
必
要
と
の
共

通
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
。
た

だ
実
習
体
験
の
感
想
か
ら
実
際

の
現
場
で
連
携
に
支
障
と
な
る

よ
う
な
状
況
が
推
察
さ
れ
た
。

看
護
学
生
の
介
護
職
と
の
関
わ

り
に
比
べ
、
介
護
学
生
と
看
護

師
と
の
接
点
は
極
端
に
少

な
い
と
い
う
。
介
護
施
設

で
は
看
護
師
の
人
数
が
少

な
く
看
護
師
に
気
後
れ
す

る
と
い
う
介
護
学
生
の
回

答
も
あ
っ
た
。
互
い
の
職

種
で
共
通
す
る
人
手
不
足

も
鮮
明
に
な
っ
た
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
調
査

を
踏
ま
え
、
学
生
に
必
要

な
取
り
組
み
と
し
て
合
同

学
習
会
の
実
施
を
要
望
。

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

社
会
福
祉
士
と
学
生
が
関

わ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

提
案
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
ゲ
ー
ム
用
遠
隔
操
作
型
ア
ー
ム
搭
載
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作

ロ
ボ
ッ
ト
学
科
宮
口
充
弘
さ
ん
浅
野
尽
さ
ん

高
次
脳
機
能
へ
の
介
入
に
よ
り
口
腔
顔
面
運
動
が
改
善
し
た
症
例

言
語
聴
覚
士
学
科
冨
田
亜
弓
さ
ん

　
脳
こ
う
そ
く
の
後
遺
症
で
右

片
ま
ひ
と
全
失
語
を
呈
し
、
円

滑
な
食
事
も
難
し
い
全
介
護
状

態
の
患
者
に
対
し
、
非
言
語
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と

筋
運
動
性
の
双
方
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
を
行
い
、
症
状
の
改
善
を

図
っ
た
。

　
患
者
は
口
腔
顔
面
の
運
動
機

能
が
低
下
し
、
摂
食
・
嚥
下
障

え
ん
げ

害
を
起
こ
し
て
い
る
ほ
か
言
語

の
理
解
・
表
出
が
困
難
だ
っ

た
。
視
線
が
合
い
に
く
い
、
注

意
が
そ
れ
や
す
い
な
ど
の
様
子

も
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
発
表
者
は
、

症
状
の
根
底
に
運
動
障
害
だ
け

で
な
く
言
語
や
認
知
に
か
か
わ

る
高
次
脳
機
能
の
低
下
が
あ
る

と
推
測
。
咀
嚼
・
嚥
下
の
訓
練

そ
し
ゃ
く

に
加
え
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
物

品
選
択
な
ど
相
互
的
な
や
り
と

り
を
伴
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
並
行
し
て
実
施
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
訓
練
後
期
に
は

意
欲
や
理
解
、
表
出
な
ど
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
で
改
善
が

見
ら
れ
、
摂
食
動
作
も
若
干
円

滑
に
な
っ
た
。
運
動
障
害
に
向

け
、
運
動
訓
練
だ
け
で
な
く
高

次
脳
機
能
向
上
訓
練
を
連
携
し

た
リ
ハ
ビ
リ
の
有
効
性
を
示
唆

し
た
。
言
語
聴
覚
士
の
業
務
は

音
声
・
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
リ
ハ

ビ
リ
で
あ
る
。
こ

れ
に
他
職
種
と
の

連
携
に
よ
る
訓
練

を
組
み
合
わ
せ
、

相
乗
効
果
に
つ
い

て
検
討
し
た
こ
と

は
、
今
後
の
チ
ー

ム
医
療
を
考
え
る

う
え
で
も
意
義
が

あ
る
。

　
作
業
療
法
士

Ｏ
Ｔ

と
看

護
師

Ｎ
Ｓ

を
目
指
す
学
生

の
危
険
予
知
に
対
す
る
視
点
の

違
い
を
研
究
、
医
療
現
場
の
安

全
確
保
に
有
用
な
方
策
を
考
察

し
た
。

　
医
療
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
医
療
現
場
に
関
わ
る
職
種
間

で
、
多
様
な
視
点
か
ら
危
険
を

予
知
・
予
防
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
作
業
療
法
・
看
護

の
学
生
、
各

人
を
対
象
に
危

険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

Ｋ
Ｙ

Ｔ

の
イ
ラ
ス
ト
課
題
図
を
提

示
し
、
お
の
お
の
が
危
険
だ
と

感
じ
た
ケ
ー
ス
を
挙
げ
て
も
ら

っ
た
。

　
結
果
、
Ｏ
Ｔ
学
生
は
治
療

に
、
Ｎ
Ｓ
学
生
は
看
護
に
視
点

を
置
き
、
動
作
分
析
で
は
Ｏ
Ｔ

が
患
者
の
動
き
を
予
測
し
Ｎ
Ｓ

は
環
境
設
定
に
目
を
向
け
る
傾

向
が
強
い
。
さ
ら
に
福
祉
用
具

の
選
定
や
適
合
に
関
心
が
強
い

Ｏ
Ｔ
学
生
と
、
医
療
機
器
や
物

品
管
理
の
知
識
が
豊
富
な
Ｎ
Ｓ

学
生
と
に
分
類
さ
れ
、
外
的
環

境
に
よ
り
危
機
的
観
点
に
も
違

い
が
生
じ
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
両
者
の
視
点
を
共
有
す
る

こ
と
で
専
門
以
外
の
動
向
に
感

心
が
広
が
り
、
危
険
予
測
や
対

処
へ
の
幅
が
拡
大
す
る
と
考
察

し
て
い
る
。

　
発
表
者
ら
は
２
年
間
学
科
で

学
ん
だ
知
識
を
活
用
し
、
企
業

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
遠
隔
操
作

型
ア
ー
ム
搭
載
「
謎
解
き
用
ロ

ボ
ッ
ト
」
の
製
作
に
取
り
組
ん

だ
。

　
依
頼
者
は
、
隔
離
さ
れ
た
部

屋
で
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
謎

の
解
決
を
目
指
す
「
参
加
型
謎

解
き
イ
ベ
ン
ト
」
を
運
営
す
る

ク
ロ
ネ
コ
キ
ュ
ー
ブ
。

　
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
、
別
部
屋

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
て
謎
を

解
く
場
面
で
使
用
さ
れ
た
。
車

体
に
は
丈
夫
で
軽
量
な
中
密
度

繊
維
板

Ｍ
Ｄ
Ｆ

材
を
使
用

し
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
よ
り
Ａ

Ｂ
Ｓ
樹
脂
で
黒
猫
の
顔
や
ア
ー

ム
な
ど
を
出
力
。
物
を
挟
む
ハ

ン
ド
は
リ
ン
ク
機
構
で
開
閉
可

能
に
し
、
２
軸
機
構
で
ア
ー
ム

を
上
下
さ
せ
る
。
移
動
は
左
右

の
２
輪
タ
イ
ヤ
で
行
い
、
そ
れ

ら
を
市
販
の
無
線
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
で
操
作
可
能
に
し
た
。
無

線
カ
メ
ラ
を
通
し
た

状
況
確
認
も
で
き

る
。
今
後
は
ア
ン
ケ

ー
ト
で
指
摘
さ
れ
た

操
作
性
向
上
や
段
差

を
越
え
る
機
構
な
ど

の
車
体
改
良
が
課

題
。
カ
メ
ラ
と
ア
ー

ム
・
ハ
ン
ド
を
利
用

す
る
同
技
術
を
発
展

さ
せ
、
将
来
は
災
害

地
で
の
瓦
礫
撤
去
や

が
れ
き

人
命
救
助
な
ど
に
も

役
立
て
た
い
と
し
て

い
る
。

大阪保健福祉専門学校大阪ハイテクノロジー専門学校大阪医療技術学園専門学校

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 各

校
の
卒
業
・
課
題
研
究
発
表
か
ら
（
日
刊
工
業
新
聞
社
賞
受
賞
者
＆
研
究
概
要
）

専
門
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
卒
業
・
課
題
研
究
通
じ
て総勢１２９０人が卒業大阪滋慶学園５校で今春

今
春
は
大
阪
滋
慶
学
園
の
５
校
か
ら
医
療
・

福
祉
分
野
な
ど
の
担
い
手
と
な
る
１
２
９
０

人
が
巣
立
っ
た

▲

世
界
で
通
用
す
る
即
戦
力
育
成

医
療
・
福
祉
求
め
ら
れ
る
人
材
は
？

地域と国際社会に貢献する人づくり
　　 ２０１４年 平成２６年 ３月３１日 月曜日 【特別企画】 （ ）

　
２
０
１
３
年
度
の
大
阪
滋

慶
学
園
の
各
校
卒
業
式
は
、

大
阪
医
療
技
術
学
園
専
門
学

校
、
大
阪
医
療
福
祉
専
門
学

校
、
大
阪
医
療
看
護
専
門
学

校
が

日
、
大
阪
ハ
イ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校
、
大
阪

保
健
福
祉
専
門
学
校
が

日
、
２
日
間
と
も
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪

大
阪

市
中
央
区

で
開
か
れ
た
。

日
は
５
８
９
人
、

日
は

７
０
１
人
の
計
１
２
９
０
人

が
卒
業
式
に
臨
ん
だ
。
式
典

に
は
日
本
だ
け
で
な
く
海
外

か
ら
の
来
賓

と
講
師
を
合

わ
せ
た
関
係

者
約
３
８
０

人
が
招
か
れ

た
。
約
６
５

０
人
の
保
護

者
も
卒
業
生

の
門
出
を
見

守
っ
た
。

　
海
外
提
携

校
で
あ
る
米

ピ
ア
ー
ス
・
カ
レ
ッ
ジ

ワ

シ
ン
ト
ン
州

の
ミ
ッ
シ
ェ

ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
総
長
の
ほ

か
、
朱
惠
蓉
上
海
中
医
薬
大

学
副
学
長
ら
か
ら
卒
業
を
祝

う
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
さ
ら

に
優
秀
な
成
果
を
あ
げ
た
卒

業
生
や
卒
業
研
究
へ
の
表
彰

式
も
実
施
さ
れ
た
。

　
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
の
浮

舟
邦
彦
総
長
は
「
こ
れ
か
ら

は
各
自
が
仕
事
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
す
る
。
そ
の
専
門

知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
人

々
を
幸
せ
に
す
る
。
職
場
は

道
場
で
も
あ
り
、
自
ら
を
鍛

え
る
場
」
と
、
言
葉
を
贈
っ

た
。

　　
　　

　
―
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
社
会

に
貢
献
す
る
人
材
を
送
り
出

し
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。

　
「
ま
ず
目
的
・
目
標
を
し

っ
か
り
と
も
っ
て
入
学
し
て

も
ら
う
こ
と
。
入
学
前
の
プ

レ
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
仕
事
に

就
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア

ッ
プ
し
、
職
業
観
を
養
っ
て

も
ら
う
た
め
に
い
ろ
ん
な
仕

事
が
体
験
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
入

学
後
は
実
学
教
育
と
し
て
基

礎
、
応
用
、
専
門
、
さ
ら
に

人
間
教
育
の
側
面
を
も
つ
キ

ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
注
い
で

い
る
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

就
業
体
験

な
ど
産

学
連
携
を
通
し
て
実
際
に
社

会
に
触
れ
て
も
ら
う
。
卒
業

後
の
継
続
的
な
支
援
も
当
校

の
特
徴
だ
」

　
―
国
内
だ
け
で
な
く
、
国

際
連
携
な
ど
を
通
じ
て
海
外

で
も
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
「
建
学
の
理

念
と
し
て
、
国

際
教
育
に
ず
っ
と
取
り
組
ん

で
き
た
。
世
界
で
通
用
す
る

た
め
の
感
性
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切
だ
。
グ
ル
ー
プ

全
体
で
年
間
約
６
０
０
０
人

が
海
外
研
修
や
留
学
に
出
て

い
る
。
大
阪
滋
慶
学
園
で
は

中
国
、
米
国
を
中
心
に
現
在

の
大
学
な
ど
と
提
携
し
て

い
る
」

　
―
廣
州
中
医
薬
大
学
大
学

院
新
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
提
携
の
一
環
で

す
。

　
「
２
０
１
１
年
に
開
校
し

た
。
３
年
か
け
て
、
日
本
で

働
き
な
が
ら
中
国
の
名
門
大

学
の
修
士
号
が
と
れ
る
。
論

文
発
表
は
中
国
で
行
う
。
こ

う
し
た
大
学
院
の
あ
り
方
を

成
功
さ
せ
て
い
き
た
い
」

　
―

年
に
は
「
鳥
取
市
医

療
看
護
専
門
学
校
」
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
「
滋
慶

大
学
」
の
開
校
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
「
鳥
取
は
出
雲
医
療
看
護

専
門
学
校
と
同
様
、
学
生
が

地
元
で
勉
強
し
、
地
域
医
療

や
福
祉
に
貢
献
し
て
い
く
。

大
阪
滋
慶
学
園
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
て
勉
強
会
、

研
修
会
な
ど
も
開
き
、
地
域

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
。
滋
慶
大
学
は
通
信
制
な

の
で
、
大
学
の
設
置
は
グ
ル

ー
プ
全
体
で
も
シ
ナ
ジ
ー
効

果
が
大
き
い
と
み
て
い
る
」

　
―
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院

大
学
の
博
士
課
程
に
つ
い

て
、
設
置
認
可
を
申
請
し
て

い
ま
す
。

　
「
昨
年
、
初
の
修
士
を
送

り
出
し
た
。
彼
ら
が
中
心
に

な
る

医
療
安
全
実
践
教
育

研
究
会

が
発
足
し
、
３
月

日
に
初
会
合
を
開
い
た
。

医
療
現
場
で
は
医
師
不
足
の

た
め
医
師
の
負
担
が
重
く
な

る
ば
か
り
だ
。
複
雑
化
す
る

医
師
の
業
務
を
支
援
で
き
る

人
材
の
育
成
を
意
識
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
博

士
課
程
の
設
置
は
こ
う
し
た

医
療
現
場
の
改
善
を
支
え
る

た
め
に
意
義
が
あ
る
」

　
―
求
め
ら
れ
る
人
材
も
変

化
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　
「
大
阪
滋
慶
学
園
だ
け
で

看
護
師
を
年
間
約
２
０
０
人

輩
出
し
て
い
る
。
ま
ず
打
ち

出
し
た
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
専
門
学
校
か
ら
始
め
て

現
在
で
は
大
学
院
、
さ
ら
に

大
学
を
創
ろ
う
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
を

着
実
に
組
み
立
て
て
い
き
た

い
。
医
療
・
福
祉
の
世
界
で

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
を
使

い
こ
な
せ
る
人
材
を
育
て
、

生
か
せ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
む
」

　
大
阪
滋
慶
学
園
で
は
毎
年

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、

大
阪
市
中
央
公
会
堂

大
阪

市
北
区

で
、
各
専
門
学
校

の
卒
業
研
究
お
よ
び
課
題
研

究
の
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

　
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
約

年

に
な
る
が
、
専
門
学
校
で
卒

業
研
究
を
実
践
し
て
い
る
学

校
は
珍
し
い
。
同
学
園
で
は

こ
の
発
表
会
を
「
専
門
教

育
」
、
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

を
実
践
す
る
機
会
と
位
置
づ

け
て
い
る
。

　
学
生
た
ち
は
就
学
中
に
実

習
し
た
内
容
や
そ
こ
で
抱
え

た
課
題
、
自
身
が
実
社
会
で

直
面
す
る
で
あ
ろ
う
テ
ー
マ

な
ど
を
自
ら
選
定
。
最
終
学

年
あ
る
い
は
前
年
度
に
、
調

査
や
研
究
を
実
施
し
発
表
論

文
に
ま
と
め
る
。
そ
の
中
か

ら
秀
で
た
研
究
が
選
ば
れ
発

表
会
へ
と
臨
む
。

　
学
生
は
研
究
の
目
的
や
方

法
、
研
究
結
果
、
導
か
れ
る

考
察
、
結
論
に
至
る
ま
で
、

自
身
あ
る
い
は
チ
ー
ム
で
取

り
組
み
ス
ト
ー
リ
ー
に
ま
と

め
る
。
一
連
の
研
究
で
求
め

ら
れ
る
能
力
は
広
範
で
、
主

体
性
や
実
行
力
、
テ
ー
マ
に

着
目
す
る
観
察
力
や
課
題
発

見
力
、
研
究
に
必
要
な
想
像

力
や
発
信
力
、
さ
ら
に
は
状

況
を
把
握
し
て
全
体
を
ま
と

め
る
力
な
ど
が
要
求
さ
れ

る
。

　
発
表
会
を
終
え
た
学
生
た

ち
か
ら
は
、
社
会
人
と
し
て

一
歩
踏
み
出
し
た
か
の
よ
う

な
自
信
が
感
じ
取
ら
れ
た
。


